
 今求められている教育とは 

 先日の親子遠足は、子どもたちが動物のことを調べたり、段ボ

ールで動物を作ったり、期待に胸を膨らませながら、てるてる坊

主を作るなど楽しみにしていましたが、雨の為中止になり本当に

残念でした。今月中に子どもたちとのバス遠足が実現できればと

計画しております。 

先日園庭で遊んでいた年少さんが、落ちているいちょうの葉っ

ぱを見つけて、「あ、これ一緒だ！」と担任に見せにきてくれまし

た。前の日の朝礼で、新聞に載っていた秋の葉っぱの押し葉作り

のことを話しましたが、そのことを覚えていて、廊下に貼ってあ

る新聞のいちょうの葉の写真と同じものを見つけたと発見の喜

びを伝えに来たものと思われます。また、殻がついたままのどん

ぐりが今年はたくさん落ちていますが、子どもたちは「こんなど

んぐり、いままであったかな？」「皮をむくとどんぐりがでてく

るよ！」と皮をむいて中を調べる子や、どんぐりの種類の違いに

気づいている子もいます。まもなくどんぐりの種類調べも始まり

そうです。 

これからの教育は、「資質・能力の向上」とともに、難しい問題

を自分で調べたり、仲間と相談しながら解決を図る「課題解決能

力」を身につけることが目標になりますが、この資質・能力や課

題解決能力の出発点は、5 歳までにどれくらい「快い体験」や「好

奇心、探求心をくすぐる体験」、「子ども同士が考え工夫する体験」

をするかで大きな差が出てきます。どう教えていくのかが重要で

はなく、子どもが学び取っている瞬間、自ら学ぼうとしているこ

とが大切になります。 

特に生まれてから 2歳までの「快い体験」が重要で、言いたい

ことややりたいことを察してやらせてあげる大人の配慮がある

と、3歳からの知的な発達が良くなると言われています。    

赤ちゃんの時から気持ちの良い環境を用意することと、1歳か

ら 2歳までは、その子のやりたいことを納得するまでやらせて

あげることが、ある程度の今何をしたらよいかを自分で判断す

る出発点になります。そして、幼児期になった時、子どもの姿

をしっかり観察して、今興味をもっていることが、さらに楽し

くなるように、図鑑を用意したり、マイクロスコープを置いた

りして環境を準備し、子どもの学ぼうとしていることを応援し

ていきます。自分が知りたい、なぜだろう、どうしてだろうと

思うことを自分で調べ、それがわかった時には嬉しい、学ぶこ

とが楽しいと思えるのです。やりたいことをとことん突き詰め

ることは大切で、達成した時には自信につながります。やりた

いことを思う存分すること、失敗しても粘り強く挑戦していく

ことで子どもたちは力をつけていきます。そしてあそびに満足

することで、主体的に行動し、状況判断できる子になるのです。

これからは指示されて動くのではなく、自分で気づき考え行動

できる子に育てていかなくてはなりません。 

 園庭でしっかり遊べる気候になりました。自然いっぱいの園

庭で毎日ビオトープの生き物を採って観察する子、ピカピカの

泥団子作りをする子、花の色水作りを極めている子、子どもの

興味関心はそれぞれ違いますが、ひたすら遊び込んでいます。

私たちは子どもたちが「せんせいみて！」と、目をきらきらと

輝かせて見せてくれる瞬間をとても幸せに感じています。 

 わくわくみらいっこフェスタでも、子どもたちのブームにな

ったあそび、日頃熱中してしているあそびを展示し、ホールや

乳児クラスは当日も親子で遊べるスペースになります。子ども

の姿から、どんなことに夢中になっているのか、このあそびで

何を学んでいるのか、当日も一緒に楽しんでみてください。 
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七五三は、子どもの健やかな成長と健康を祝う日

です。地域によって違いはありますが、男子は三歳と

五歳、女子は三歳と七歳です。千歳飴は、江戸時代に

飴屋さんが考えたもので、「長生きできますように」

という願いを込めて細長く作られています。 

 保育園では、『たくさんの人に見守られて大きくな

ったことへの感謝の思い』と『みんながいつまでも元

気で幸せに』という願いを込めて七五三パーティー

をし、いつもとは違うお楽しみ給食でお祝いします。 

七五三パーティー 勤労感謝の日 

勤労感謝の日は、元気に働けること

や、働いてくれる人がいることに感謝

する、国民の祝日です。働くことでみ

んなの生活があるということを感じ

られるようになってほしいですね。 

働いている、お父さんお母さんや周

りの人に、「ありがとう」と感謝の気

持ちを伝えられるようにしましょう。 

 

ぱおちゃんの運動会の応援団 

年長さんが園開放の保護者の方、ぱおち

ゃんのお友だちを応援しに行きました。 

異年齢でのお散歩 
黒豆の収穫 

年少さんと年長さんで手をつないでお

散歩しましたよ。年長さんは「こっちだ

よ」としっかりリードしてくれました。 

黒豆を力を合わせて抜きました。「とった

ぞ～！」と嬉しそう。豆取りはみんなで協

力してやりました。お豆おいしかったよ！ 

鎌で稲を刈ったよ。だんだん

おもしろくなって、何回もし

ちゃった！ 

 

 
 

お友だちと力を合わせて芋ほ

りをしました。大きなおいもが

出てきて楽しかったね。 

芋ほり 


